
　昨年私たちは、レナフォの活動の核となる2人を天に送った。突然の事であり、支えになるものを失ったショックは忘

れることはできない。
　しかし計画していた植樹はやめるわけにはいかない、そしてこれからの計画の事も続けていく。これは先に天に送った

2人の思いでもある。
 
　私たちは何を受け取り何を次世代に残していくのか、考えてみた。
  
　植樹する目的（目的＝実現しようとして目指す事柄。行動の狙い。めあて）
地球の環境保全。人間の生活の豊かさの追求に起因する気候変動の後始末。土地本来の生態系を維持する「本物の森づく

り」をすることで川が、海が、自然環境が豊かになり、人間の豊かさにつながる。「気候危機のいま、自然林再生を！」
故髙野義武理事長の残されたスロ－ガンであり、その根底にあるのは「ふるさとの木による　ふるさとの森づくりを！」

故宮脇昭先生が生涯を通して叫び続けられた哲学である。
 
　植樹する目標（目標＝ある物事を成し遂げたり、ある地点まで行きつくための目印）
植生工学士の育成。前述の「本物の森づくり」を世界に知らしめる事に植生工学士の育成は不可欠。全国に植生工学士が

派遣され「ふるさとの木によるふるさとの森づくり」が世界に広がる。子どもから高齢者まで、障がいを持つ方も、言葉

のバリアをも外し、誰でも今すぐできる活動をする。まさに2人と先達が目指している姿である。
2020年秋、念願の「潜在自然植生を用いた自然林再生技術指針」を発刊。今、全都道府県の国交省の機関・各都道府県庁

に発送した。
 
　2009年、ReNaFo第1号の森「湘南国際村めぐりの森・第1回連携の森」は素晴らしい若い森に成長している。
３本/㎡で植えられたポット苗が12年で自然淘汰され樹高10ｍの本物の森として形成されつつある。宮脇メソッドは潜在

自然植生の能力で森の成長時間を50年短縮しているように感じる。今後は、木を植える事と共に、その後の森の成長と成

果にもスポットを当てていきたい。
 
　今、ReNaFoも世代交代を迎えようとしている。天の2人から直接言葉をいただけない今、どのようにバトンを受け取

り次の世代に繋げていくのか大きな課題であるが、幸いなことに直接2人を知るメンバ－も多くいる。皆、熱い！ありが

たいことだ。宮脇メソッドとReNaFoの技術は世界に受け継がれていくはずだ。その為に1人でも多くの人に、企業に、

行政に、バトンを受け継いでいただき、まじぇる、まじぇるの精神で止まること無く木を植えていきましょう。
自身、人間の持てるポテンシャル125歳まで木を植え続けていきたい。と思うこの頃。

理事長　髙橋秀行　

 〝 今 〟 だからの宮脇 メソッ ド と ReNaFo
 ～ 目的と目標 ～
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レナフォだより
NPO法人 国際ふるさとの森づくり協会

湘南国際村めぐりの森・第1回連携の森 (植樹後13年目) 高尾小仏植樹祭2021 リーダー研修



・主催：NPO法人 レナフォ、いのちの森づくり2020↗︎プラス1未来へ
・共催：出雲大社相模分祠
・協賛：中日本高速道路(株)東京支社秦野工事事務所、奥村組土木興業(株)、
　　　　(株)上里建設、SUGi Project
・後援：秦野市
・協力：戸川八幡神社・戸川三屋自治会連合会、
　　　　社会福祉法人 進和学園いのちの森づくり友の会
・来賓挨拶：秦野市長 高橋昌和、環境省事務次官 中井徳太郎、
　　　　　　国交省横浜国道事務所 事務所長 鈴木祥弘
・植樹指導：横浜国立大学名誉教授 藤原一繪、東京農業大学名誉教授 中村幸人

高尾小仏育樹作業2021春 5月29日

〈 レナフォ主催の森林再生活動 〉

　新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が出される中でも、雑草は生い茂り、苗木はその競争に負けじと生長し、自然

界の森づくりは待ったなしです。そこで関係者39名で育樹作業を行いました。幸い天候に恵まれ、気持ちよく作業ははか

どりました。作業後は、地元福祉施設のNPO法人あるが ハッピーフルーツさんから参加者の皆様に美味しい手作りのパ

ンが配られました。

高尾小仏育樹作業2021秋と故髙野理事長追悼植樹会 9月26日

　残念ながら緊急事態宣言は解除されず、関係者71名での作業となりました。
予想通り雑草の繁茂は著しいものでしたが、2017年に植樹した4年目を迎えた森は、
苗木が背丈を超える程生長しており、植樹から3年間の育樹の必要性を痛感しました。
育樹作業後、故髙野理事長を偲んで、追悼式と植樹会が行われました。
地元代表、中日本高速道路(株)、レナフォ代表からの挨拶と黙祷。
シンガーソングライターのいまむら瞭さんによる献歌「森へ」は、雨が降り出す中、
その歌声とギターの音色が植樹地に響き渡りました。植樹会では(社福)進和学園さん

から寄贈いただいた200本の苗木を故髙野理事長を思いながら補植しました。

高尾小仏植樹祭2021 10月10日

 ・共催：中日本高速道路(株)（NEXCO中日本）
 ・後援：東京都環境局、八王子市
 ・助成：イオン環境財団
 ・協賛：AOI TYO Holdings(株)
 ・協力：社会福祉法人 進和学園いのちの森づくり友の会
 ・主な参加団体（人数順）：中日本高速道路(株)、鹿島建設(株)、清水建設(株)、
　 社会福祉法人 進和学園、(株)研進、NPO法人あるが ハッピーフルーツ、
　 (株)パソナグループ、東京エレクトロン(株) 、Mt.TAKAOベースキャンプ、
　 NPO法人子どもがかける虹の森ネットワーク、キーサイト・テクノロジー(株)

新東名秦野丹沢植樹祭2021 12月11日

　2022年3月に開通する予定の新東名高速道路「秦野丹沢スマートインターチェンジ」の一角に市民参加で35種類3,394

本の森づくりを行いました。当日は12月とは思えないほどのポカポカ陽気となり、306名の参加者により順調に作業が行

われました。特に小さな子どもが活躍して和気あいあいとした共同作業となりました。地元の秦野市民が約半数と多かっ

たので、今後もこの森の成長を近くで見守ってもらえることを期待したいです。

　2017年から毎年行われてきた当植樹祭も5回目を迎えました。
今回は1割5分勾配という急勾配の1,075㎡の現場へ3,300本の苗木を植えました。
参加者は257名でした。今年からSDGsへの対応として稲わらの結束がビニール紐から

麻紐に代わりました。小雨の開会式ではありましたが、少しずつ天気も回復し、曇り空

で涼しい絶好の植樹日和でした。ちびっこがたくさん参加してくださり、閉会式の後も

お弁当や販売ブースのパンを広げてくつろぐ姿が見られました。



・主催者：公益財団法人 日本文化興隆財団
・調査者：NPO法人 レナフォ・NPO法人 地球の緑を育てる会（計７人）
・日　程：2021年7月21・22・23日（3日間）
・調査地：宮城県石巻市雄勝町　～　福島県いわき市久之浜町
　　　　　新山神社・五十鈴神社・伊去波夜和氣命神社・八幡神社・川口神社・
　　　　　鳥海塩神社・吉田浜神明社・⻘巣稲荷神社・八重垣神社・山田神社・
　　　　　見渡神社（計11社）
・内　容：育成調査・毎木調査・二酸化炭素固定量換算・聞取り調査 等

　幼い頃からの夢であった「地球を守る人」になるために、
小学生の頃から木を植え始めました。
きっかけは、母の参加するレナフォの植樹活動についていったこと。
木を植えることが、楽しくて気持ちが良くて、よく学校を休んで参加していました。
幼い私を可愛がってくださり、いつも温かく迎えてくださるみなさんと会えるのも楽しみ

のひとつでした。
　母が植生工学士になるために受けた講習には、当時小学生だった私も、隣に座って参加

させてもらいました。これをきっかけに理事長が、受講最小年齢を決めてくださり、17才

の時に再度受講し、晴れて最年少植生工学士になりました。
　幼い頃からの夢を追い続け、今は「地球と遊ぶ人」でありたいと、毎日全力で遊んでま

す。様々な自然に溢れている地球があって、その中でどうやって遊ばせてもらうか、そん

なことを考えるだけでも楽しくてクライミング、サーフィン、トレッキングなど、日々

様々なアウトドアアクティビティに触れています。
　いつまでも大好きな自然が溢れる地球で遊んでいけるようにと、これからも植樹活動は

続けていきたいです。 

内田奈七　

　2021年10月30日(土)・31日(日) に、「いのちの森づくり2020↗プラス1未来へ」および「出雲大社相模分祠」主催に

よる植樹祭が神奈川県秦野市平沢向山にて開催されました。植樹本数は、22種類 1,500本。参加者累計220名。
藤原一繪先生（横浜国立大学名誉教授）、中村幸人先生（東京農業大学名誉教授）ご指導のもと、通常事前に行われる準

備作業（苗木、わらの準備）を参加者に体験してもらうという、初の試みが行われました。植生工学士18名が参加者をリ

ードして、声をかけ合いながら息を合わせて植樹することができました。

東北各地で植栽された「みんなの鎮守の森植樹祭」について樹林の育成状況を調査する

　東日本大震災の翌年2012年6月より「鎮守の森再生事業」として行われた第1回から11神社（6～9年の森）の経過状況

を記録しました。タブノキ・ヤマザクラの成長が良好であり植えられた苗木のほとんどが立派に活着していました。
現地の環境に合致しており、瓦礫利用のマウンドとふるさとの森づくりの手法の確実性が確認されました。一部の神社で

は鹿の被害があり課題を残しました。

〈 森づくり物語 〉
最年少の森づくりマイスター

八重垣神社

宮脇昭 追悼植樹祭　－いのち（鎮守）の森を世界に－

彼女は今年も高尾小仏植樹祭でリーダーとなり、
　　　　　　　　　　　　　　　　参加者へ森づくりを指導しています。

　レナフォの植生工学士は140名を越えました。
日本中の森づくりの最前線で活躍する植生工学士の中で忘れられない1人がいます。
内田奈七さんです。
　2011年度植生工学士の研修初日、受付を済ませ、それぞれの席についた受講生たち

はその少女に気づきました。椅子の高さを目一杯上げて、かろうじて机に上半身を出し

てはいますが、足はぷらぷらと浮いています。これから現れる横浜国立大学名誉教授宮

脇昭先生の講義を、この小学生は受けるのでしょうか。
皆の心配を他所に、女の子は怒涛のように進んでいくパワーポイントのプロジェクター

に目を凝らし、現場実習では大人たちの前に出て土を掘り、苗木を手にとりました。

＜ご本人から一言＞



レナフォは潜在自然植生を用いた自然林再生技術指針委員会の事務局です。
この度、2021年8月に「潜在自然植生を用いた自然林再生技術指針」が発行されました。
この定義に基づき、植樹活動を行っております。

 「NPO法人 国際ふるさとの森づくり協会」がどうしてReNaFo(レナフォ)なの？とよくご質問をいただきます。レナフォ
は当協会の英語名"International Association for Restoration of Native Forest"から「ReNaFo(レナフォ)」と略称

しております。　柔らかな響きで皆さんから、かわいがっていただければと願っております。

次号は当協会のロゴマーク　　　　　についてご紹介いたします。

2022年7月16日(土)・17日(日)・18日(月 祝日)

　温暖化危機と種の大量絶滅の時を迎え、子孫のために今すぐに行動を起こしましょう。そのひとつが潜在自然植生を用

いた自然林の再生です。哲学・信念・ノウハウを持っていれば決して難しいことではありません。
これらを短期間で身につけ、すぐに行動ができる方法として「自然林再生専門家研修」があります。この研修に参加し、

最後の試験に合格された方は「植生工学士」という資格を取得できます。試験といっても講義の内容を中心としたもので

あり、事前の準備は必要ありません。　次回の専門家研修は以下の日程で開催を予定しています。
　但し、新型コロナウイルス感染症の拡大と感染防止を鑑み、開催を中止または延期となる可能性があります。
予めご了承ください。

（編集制作：髙橋 絵莉子）

どうして"レナフォ"なの？

「自然林再生専門家研修2022」の開催について

東京事務所　〒154-0023　東京都世田谷区若林5-21-1 　　　　 TEL：03-3422-2765 FAX：03-6805-2794 
長野事務所　〒389-1223　長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4　TEL：026-253-4740 FAX：026-400-5651

NPO法人　国際ふるさとの森づくり協会（ReNaFo）

◆ 最新情報は、ホームページをご確認ください

英語版を新設しました！詳しくはホームページ(http:renafo.com/)の「English」より
または、左記QRコードからご確認ください。
また動画集では、最新作「新東名秦野丹沢植樹祭2021」をご覧いただけます。

◆ 森づくりマイスターマガジン登録（無料）

ふるさとの森づくりに関わる植樹祭、育樹祭、講演会等の情報を提供するメールマガジンです。
植生工学士の皆様の活躍される現場のリアルな情報が得られます！
ご登録はホームページ登録フォームよりぜひご利用ください。

◆ ふるさとの森づくりの仲間たち「会員」募集中！

レナフォの活動は企業や諸団体からの助成金と、会員の皆様からの年会費を資金源にしています。
一緒にふるさとの森づくりをすすめましょう！会員申し込み・詳細はHPをご覧ください。
                  年会費は、個人正会員     6,000円　個人賛助会員   3,000円　
                                 団体正会員 100,000円　団体賛助会員 50,000円

日本語版 英語版

マガジン

動画集

入会案内

◆ 自然林再生技術指針が発行！NEW

技術指針

2021年通常総会のご報告

 　2021年10月16日、レナフォの202１年通常総会を「横浜市開港記念会館」で開催しました。総会では過年度の報告・

新年度の計画が審議された他、理事長 髙野義武の死去に伴い、新たな役員が次のように決まりました。理事長に髙橋秀

行、副理事長に小林秀光。事務局長に加藤ナルミが就任し、事務局員として髙野義智が新たに加わりました。


